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ルワークは実践科学と言われるように、これ
までも実践内容の検証・分析を通じて理論形
成されてきた歴史的経緯があるが、過去の大
規模災害被災地でのソーシャルワーク活動を
検証・分析し、体系的に整理していくという
プロセスを経ることは理論研究の促進に資す
ることができると考えられるからである。す
なわち、実践の科学化・理論化を目指す社会
福祉における理論研究の手法を用いること
は、災害ソーシャルワークの理論化を目指す
うえでも有効であると考えられる。このよう
な災害ソーシャルワークをめぐる理論研究の
必要性について、白澤は、「今回（東日本大
震災）のソーシャルワーカー等の活動を分析
し、そこから社会から承認される災害社会福
祉なり災害ソーシャルワークの理論的整理が
是非とも必要」
12）
と言及し、災害におけるソー
シャルワーク研究の課題を示している。
Ⅴ　結論・課題
　今回、明らかになった災害ソーシャルワー
クをめぐる体系的な理論研究の未整備という
学術的背景を視野に入れながら、阪神淡路大
震災、中越地震、中越沖地震、東日本大震災
など大規模災害の被災地で展開されたソー
シャルワーク実践から得られた知見から学ぶ
という手法を活用することで、災害社会福祉
論あるいは災害ソーシャルワーク論など新し
い学術体系の確立に寄与できるよう、調査研
究をすすめていきたい。
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